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（論文題名） 

 

開発途上国市場進出における意思決定を促進する要因 

 

 

 

 

（内容の要旨） 

 

現在、開発途上国において、国の成長に伴い所得が向上し新たな中間層が誕生している。今後は

市場が急速に広がると考えられており、この傾向は長期にわたり続くと言われている。この市場は

ビジネスにおいて地球上に残された最後の潜在市場であり大きな可能性が残されている。一方、未

だ開発途上国は、貧困、インフラストラクチャー、環境、女性地位、衛生 など、様々な社会的課題

が存在し、多くの人々が日々の生活に問題を抱える中で生活している。このような環境下にある開

発途上国市場でのビジネスは、市場規模の大きさによる経済的成果の可能性のみならず、社会課題

の解決に対して大きな可能性を持つ。企業がビジネスとして経済性の追求と社会課題の解決に持続

的に取り組むことで、そのビジネスに関連するすべてのステークホルダーに対して価値を共有する

ことが可能となる。 

日本には技術に優位を持つ企業は多く、日本企業はこの市場において競争優位を獲得するために

十分な経営資源や強みをもっていると言われている。これらの経営資源や強みを活かし低所得者層

市場にて経済活動を行うことにより、その資源の配分を通じて低所得者層が抱えるあらゆる社会的

課題を解決し生活の選択肢を増加させることが可能であると同時に、企業にとっても企業価値を高

める大きな機会となる。しかし、日本企業は開発途上国市場において、欧米、韓国、中国企業に比

べて存在感が薄く、この市場を重要視する日本企業もまだ数少ない。この状況は魅力のある市場を

無視することによる大きな機会コストを生じさせていると考えられ、結果として一企業の競争優位

の喪失だけでなく、日本全体のグローバル市場におけるプレゼンスを弱めることになると危惧して

いる。 

本論文において、研究対象とする企業が開発途上国市場進出の意思決定を促進する要因について、

その組織の持つ志向を基に、経営資源やケイパビリティの観点から議論する。また近い将来、不確

実性が大きくなるビジネス環境の中で、企業が持続的に競争優位を獲得し成長するために必要とな

る要素を提示する。 
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